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世界各国の企業において、環境や自然に対する
人為的影響を軽減しようという動きが活発化して
います。しかしそれと同時に、企業は顧客や消費者
にとっての価値を創造することにも、常に目を向け
ている必要があります。持続可能な開発や価値創
造の概念を、新しい製品やサービスの設計の初期
段階に取り入れるという考え方により、新しいビジ
ネスチャンスを生み出す可能性を得ることが可能
です。

　その理由は、環境・社会・経済成長のために、企
業が為し得るあらゆることに焦点を当てた、斬新
かつ有益な企業戦略を打ち立てることが可能とな
るからです。しかし当然ながら、そのような企業戦
略を打ち立てる際には、バリューチェーン内の各
パートナーとの関係および自社員の能力を考慮す
ることが必要です。

　このような新しい企業戦略を確立するための支
援団体として、Danish Environmental Protection 
AgencyとConfederation of Danish Industryが名
乗りを挙げました。上記の企業戦略確立のため、
人や環境・自然に危害を加えないように、製品やサ
ービスをどのように設計するか、という点に、当団
体は特に注目しています。

　本書「製品開発による環境改善ガイドブック」
は、我々の協力体制の第一歩と位置付けていま
す。本書は、製品の設計・開発プロセスに、環境へ
の配慮を積極的に取り入れるきっかけを作り、そ

れを実現するための段階的アプローチを提供しま
す。本書の主たる対象読者は、製品の開発段階に
環境への配慮を取り入れることを検討している製
品開発者ですが、環境担当者や設計者、生産技術
関係者などに対しても、有用であると考えます。

　本書の内容は、
・デンマークを始めとする各国の企業による環境
  を意識した製品開発の手法や経験のレビュー
・デンマーク国内の企業と共同で実施した一連の
  ワークショップ
を基盤としています。

　本書は、以下の団体が協力して作成したもので
す。
・Confederation of Danish Industry (DI)
・IPU Product Development
・Technical University of Denmark (DTU)

　また、Danish Environmental Protection Agency
から融資を受けています。

　ご参考になれば幸いです！

イントロダクション
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大幅な環境改善を達成するために、環境改善と
いう根本的に異なるアプローチを、製品開発や製
造にどのようにすれば組み込むことができるでしょ
うか？

　環境負荷は、製品ライフサイクルのさまざまなス
テージで発生します。そのため、製品開発にいわゆ
るライフサイクルアプローチと呼ばれる手法を導
入することが重要です。それゆえ本書は、製品開発
の初期段階からライフサイクル全体に注目すると
いう、ライフサイクルアプローチの基本的な考え方
に基づいています。

　本書は、企業の製品開発者や製品開発チーム
を対象として、製品開発における環境改善のアプ
ローチを提示するものです。本書を利用することに
より、環境を考慮した製品開発を容易に実現する
ことが可能になります。本アプローチは7つのステ
ップにより、製品開発における環境問題への取り
組み方を提示します。

　本書は、環境影響の全体像を作り上げることを
通じて、製品開発チーム内の共通理解を得るサポ
ートを行います。さらに、チームが提案した環境改
善案に優先順位を付与するためのサポートも行い
ます。

　本書に従うことにより、体系的で独創的な製品
開発プロセスを実行することが可能となります。本
書により、環境改善と新ビジネスの、2つの観点に
よる相乗効果を自社が生み出すポテンシャルを感
じることになるでしょう。

製品開発者へのガイドブック
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ある製品がその製品寿命を迎えるまでのライフ
サイクルにおいて、環境に影響を及ぼす箇所はど
こなのか、またその理由は何なのかを理解するた
めには、その製品ライフサイクルのプロセスや関
係性を明確にすることが有効です。本書ではその
ための体系的なアプローチを紹介します。

　例えば、私達が日常生活で目にするような多く
の製品から生じる廃棄物のうちの9割が、エンドユ
ーザが製品を手に入れる前の段階で生じていま
す。

　そのため、環境への影響を軽減するためには、
エンドユーザの手に製品が渡る前の段階における
製造技術・材料および製造手順に対し、環境改善
を期待できる代替案を考える必要があります。

　持続可能な開発を実現する責任は、企業だけが
負うものではなく、その顧客および供給者を含め
た全ての関係者が負うべきであり、連帯責任であ
ることを念頭に置くべきです。

　純粋なビジネスの観点から見ても、責任を持っ
て環境問題に取り組むことにより、様々な利益が得
られることがわかります。例えば、環境を考慮した
製品開発は、経済的な生産を可能とし、より運用・
維持コストが低く、かつ、より長い寿命を有する効
率的な製品開発につなげることになります。

　本書で紹介する、製品開発における体系的な環
境思考アプローチにより、法律と規格の要求をも
満たすことも可能となります。また、顧客の需要を
満たす製品の開発にもつながり、製品品質の向上
も可能となります。

　現時点でも、既に多くの持続可能な技術・製品・
システムの例が、産学公の研究により提案されて
います。これは、環境を考慮した開発という目標
が、新しい製品開発のアイデアやビジネスの創出
にもつながる、と考えられているためです。

　以上のことから、環境への取り組みを受け入れ、
市場原理、有能な人材、および潜在的なユーザを
上手く活用することができれば、大幅な環境改善
を実現することが可能となります。しかも、環境改
善だけでなく、ユーザのニーズを満たしつつ、同時
に市場で成功を収められる製品の開発が可能とな
るのです。 

環境改善への挑戦
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環境への影響は、製品が寿命を迎えるまでの
ライフサイクルの全てのステージにおいて発生し
ます。そのパターンは製品によって様々です。例え
ば、自転車の製造・使用および廃棄に関連する環
境影響は、自動車の環境影響とは非常に異なるも
のとなります。

　また下図に示すように、環境影響の種類・規模お
よび発生タイミングに関わらず、製品開発の初期
段階で、その大部分が確定してしまいます。

　このことから、製品開発者は、製品のライフサイ
クルと環境への影響に対して、非常に大きな影響
力を持つといえます。なぜなら、製品の設計指針が
決定されると、材料・技術および製品寿命が同時
に決定されてしまうからです。従って、製品開発者
にとって重要なポイントの1つは、製品開発プロジ
ェクトに、環境への考慮を慎重に、そして体系的に
組み入れることです。

　また、ライフサイクルにおいて、どのような環境
影響が発生するのかを、製品開発プロセスの一環
として前もって予測しなければなりません。そのた
めには、全部署・部門の間で議論の場を持ち、環境
に対する最適な意思決定を確実に行うことが、製
品開発プロセスの初期段階において重要となりま
す。そして、コスト・品質および製造設計などと同様
に、環境への配慮を製品開発プロセスの一部と位
置付けることが重要となります。

　本書で示す体系的かつ創造的なアプローチを
採用することにより、革新的かつ抜本的な環境改
善を行うための環境コンセプト（環境改善へのアイ
ディア）を作りだすことが可能となります。また、本
プロセスに多くの部門や専門職が関わることは、
グループに多角的な視点をもたらし、環境改善の
ための最適解が得られる可能性を高めることにな
ります。

最大の影響力を持つ製品開発者

　製品の環境影響のおよそ80%は、製品開発における概念
構成の段階で確定してしまいます。

プロジェクト 

概念構成 
時間 

環境への影響 

80%
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　Coloplast社では、3つのビジネス・エリア（「人工肛門ケア」、
「泌尿器科」、「スキンケア」）において医療機器および医療サ
ービスの開発・製造・販売を行っています。Coloplast社では、
経営が世界規模となってから、健康・安全・環境に対する責任
は非常に重いものであると考えるようになりました。

　Coloplast社の活動の1つに、国連の持続可能性に関する「
グローバル・コンパクト」におけるイニシアチブが挙げられま
す。このグローバル・コンパクトの一環として、Coloplast社で
は、製品開発プロセスにおける環境影響の最小化に注目して
います。Coloplast社の主な顧客に、公共機関の調達担当部門
が挙げられます。公共機関では、購入を決定する際、環境面で
のパフォーマンスが重要な判断基準になっています。このこと
から、Coloplast社では、環境影響を削減した製品の開発をサ
ポートしている顧客は、自社にとって重要な存在であると考え
ています。

　工業用布(technical textiles)を世界規模で販売しているGa-
br ie l社にとって、環境問題は重要なテーマです。そのた
め、Gabriel社では以下のように数年に渡って品質と環境の改
善に取り組んでいます。

�����年、家具織物製造会社としては世界初のISO9001に認
定

�����年、環境認証であるISO14001に認定
�����年、ISO14040規格に従いライフサイクルアセスメントを
実施

�����年、大部分の製品でヨーロッパのエコラベルを取得

　Gabriel社では、近年の健康・安全・環境への高い関心から、
バリューチェーン内における他企業との競争項目として健康・
安全・環境を考えています。この競争に打ち勝つため、新製品・
新サービス及び新ビジネスの開発に、積極的に新しい手法を
取り入れています。

Coloplast A/S - 世界的戦略としての環境改善 Gabriel A/S - 革新的な資産としての環境改善
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　体系的に環境を改善するプロセスにおける重
要なステップに、製品のライフサイクルに対する理
解を得ることが挙げられます。ライフサイクルの各
ステージにおいて、可能な限り環境への影響を少
なくするためには、ライフサイクルを完璧に図式化
する必要があります。

　ライフサイクル思考と呼ばれるこの取り組みは、
関係し得る様々なステークホルダーと、直面し得
る様々な状況を体系的に図式化することを行い
ます。このアプローチにより、製品開発プロジェク
トの初期段階において、製品使用ステージ等の各
ステージに関して深い理解を得ることが可能とな
ります。このようにして、ライフサイクルを明確化す
ることにより、ライフサイクル全体における環境問
題と、その解決策を数えあげることが可能となりま
す。

　ライフサイクル思考には、製品開発者だけでな
く、企業内の他のステークホルダーも参加する必
要があります。また、近年増加している環境に関す

る様々な要求に従い、製造プロセス・物流および
実使用に対する責務と環境への責務を統合して
考えることが、 ライフサイクル思考により可能とな
ります。ライフサイクル全体に注目することにより、
新たな競争要因や、さらに全体的なビジネスモデ
ルさえも形づくることが可能となります。

　潜在的な環境への影響を発見するためには、ラ
イフサイクル全体を通じて関係する様々な状況と
ステークホルダーを理解し、ライフサイクルを図式
化することが重要です。また、資源の消費や環境へ
の影響の根本的な原因を図式化するためには、各
ライフステージにおいて、製品および関連する全
活動を記述する必要があります。

製品のライフサイクルの明確化
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例：作業台のライフサイクルの図式化。赤字は、環境影響の潜在的な要因を示しています。
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ケース: 環境を意識した製品開発プロセス

　年間約1600万台のポンプを14カ国で生産し、42カ国に流通さ
せているGrundfos社は、環境への責務を重く受け止めています。

　Grundfos社では、企業の「総所有コスト」（Total Cost of Owner-
ship,TCO）の概念を用いたライフサイクルアプローチを、製品開
発に適用しています。ポンプにおいて大幅な改善が見込まれるラ
イフサイクルステージは稼働期間(使用段階)であり、その改善対
象となるエネルギ節約やポンプ効率の向上などは、環境とコスト
に大きく関係しています。それゆえ、TCOは、ポンプの環境プロフ
ァイルを明確化するために用いることが可能であり、同社にとって
とても重要な概念となっています。 

　環境を考慮すること自体は、Grundfos社にとっては特に目新し
いものではありません。同社は既に、本書で述べる多数のツール
および手法に関する知識を有しており、ネガティブリスト（禁止事
項）やライフサイクルアセスメントから、環境を考慮した製造プロ
セスに至るまで、活動手順・コーディネータ及び報告手順を既に
企業全体で整えています。

　しかし、環境問題の原因と性質は様々であり、それぞれの環境
問題に対して実施した開発プロジェクトが分散化・個別化されて
しまった例が多数あります。このようなプロジェクトは、結果として、
他のプロジェクトと連携が困難であり、個別的な調整・実施に終わ
ってしまっています。

　上記をふまえGrundfos社では、より体系的な環境問題へのアプ
ローチの必要性を認識すると同時に、環境を意識した製品開発
へのアプローチを標準化するために、様々なツールの統合化を試
みています。

　「私達は、このワークショップで用いられたほとんどのツールを
すでに知っていました。私達にとって斬新だったのは、これらのツ
ールを体系化して使用する方法と、環境改善のための全体論的な
視野を提供してくれる7つのステップのアプローチでした。私達は
今後、ワークショップならびに、私達の製品開発を通じて、ツール
の統合を目指していきます。

　もちろん、我が社の環境部門が、個々の活動や製品開発プロジ
ェクトを全てフォローすることは不可能でしょう。そのために私達
は、誰もが容易に利用することが可能な、シンプルな環境改善の
ためのツールを必要としています。」

[Helle Nystrup, Senior Environment Engineer, Grundfos Man-
agement A/S]
 

Grundfos Management A/S - 環境改善のための体系的プロセスを求めて
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なぜ７つのステップなのか？
　数年に渡り環境問題に取り組んでいる多くの企
業は、自分たちが環境の分析作業や環境報告書
の作成・公表に関して、すでに良く判っていると主
張するでしょう。しかしそれとは対照的に、環境問
題に対する斬新な解決策を考案することについて
は、あまり目を向けていないのが実情です。

　後述する7つのステップとは、環境を改善するた
めの解決策指向のプロセスです。この7ステップの
アプローチは、通常の製品開発の作業とは異なり、
シンプルでありながらインスピレーションをもたら
すものです。また、環境問題に焦点を絞ることによ
り、新しいアイデアを生み出すチャンスをもたらし
ます。

環境問題を理解する
　これから述べる7ステップのアプローチは、下記
のような支援をもたらします：
�製品がもたらす環境影響の全体像の把握
�製品がもたらす環境影響と製品の使用およびそ
のユーザに関する詳細な理解
�環境改善のための解決策と環境コンセプトの作
成
�製品開発における環境戦略を立案するための将
来を見据えた方針の提案

本アプローチを支える手法
　この7ステップのアプローチは、step1からstep7
までの一連の作業として設計されており、全てのス
テップを順番通りに完了させる必要があります。た
とえば、環境改善の解決策を練る前に、製品のラ
イフサイクルと環境への影響をチャート化するス
テップを踏むことが必要です。

　本アプローチでは、環境改善を行う対象製品
を、事前に決定しておくことが必要です。対象製品
は、既に市販されている製品(参考となる製品でも
可)でも、現在開発中のものでも構いません。前者
は、製品のライフサイクルのデータを確認すること
が容易なため、最も扱いやすいケースと言えます。

　本アプローチでは、環境影響の把握に関連する
タスクを最初の6ステップに分割し、製品がもたら
す環境影響を特定します。そしてその上で、改善策
の立案を行います。最後のstep7では、提案された
改善策を製品開発プロセスへ体系的に取り入れ
るベース、および実施計画の枠組みを提供します。

*最終的には、環境問題の優先順位を決定します。そのため
に、各ステップではキーとなる環境問題をそれぞれ5つ選択
し、その優先順位を付ける作業を行います。

7ステップアプローチによる環境改善
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環境改善のための７ステップ

使用の背景を記述する

環境影響の全体像を作成する

環境プロファイルの作成と
環境影響の根本的原因の抽出

ステークホルダー・ネット
ワークのスケッチ

環境影響を定量化する

環境コンセプトの作成

対象とする製品が、どのように、誰によって、どのくらいの期間使用されるのかを
明確化します。このステップでは、使用者の視点から製品の機能に注目し、それに
関連する環境への影響を明らかにします。

製品の機能から、ライフサイクルに視点を広げます。どのように生産
され、流通し、廃棄されるのか、またそれは環境にいかなる影響を及
ぼしているのかを明確化します。

前ステップで明確化された環境影響を4つのカテゴリに分類し、
比較します。また、環境影響の原因を特定します。

製品に影響を与える全てのステークホルダーを挙げ、それら
の関係をネットワークとして図式化します。それにより、
ステークホルダーと環境影響の関係を明確化します。

上記の環境影響を、定量的に評価します。その結果をもと
に、プロセス・材料およびライフサイクルのシナリオの代
替案を作成し、環境改善の可能性を考察します。

製品またはライフサイクルの変更による解決策を立案し、環境影響の削減
を試みます。また、「エコデザインの原理」を用いることにより、環境改
善につながる問題解決策である、「環境コンセプト」の草案を作成します。

上記step1-6は、革新的な環境指向のアプローチであるといえます。
次に、特定の製品を対象とすることで得られた環境改善の知識を生かし、
企業の環境戦略として、特定の製品に特化しない環境改善計画を立案します。

企業のため、特に製品開発のための、環境問題に対する取り組みの
実施計画を立案します。

Step1

Step2

Step3

Step4

Step5

Step6

Step7

環境戦略の立案
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　「企業にとって本質的価値のある行為とは、環境に関する説
明責任を果たすことであると長年にわたって言われ続けてい
ます。その結果、企業と顧客はその共同作業により、環境・健康
および安全を統合的に考えることに取り組んでいるといえるで
しょう。近年、「ゆりかごからゆりかごまで」の理念が高い関心
を集めているように、この取り組みにより、将来的な成功が期
待されています。

　顧客は、この取り組みに簡単に参加することができます。例
えば、Gabriel社の室内装飾品の布地のほとんどが、ヨーロッパ
のエコラベルかOekoTexラベル(繊維製品の安全性に関する
国際規格)のどちらかを取得済みです。数ある製品の中からど
れを購入すべきか、顧客が迷うことはないでしょう」

[Anna Fricke, Gabriel A/S]
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誰が参加するべきか？
　このアプローチのターゲットは、製品の環境へ
の影響に深く関わる部署において、中心的な役割
を担っている全てのスタッフです。

　機械技術者から、環境の専門家、設計者や原材
料の専門家、工場経営者まで、さまざまな分野のス
タッフが参加可能であれば理想的です。

アプローチ実行の準備
　本アプローチを実行するためには、少なくとも丸
一日の議論が必要となります。加えて、事前準備や
議論の後のフォローのために、十分な時間を確保
する必要があります。また、プロジェクトの代表組
織(または代表者)の積極的な参加が不可欠です。
また、本アプローチのプロセスの一部として、レポ
ートの作成が挙げられます。そのレポートを通じ
て、環境改善の重要な成果をまとめあげます。

　本アプローチ実行のためのワークショップを成
功させるためには、次のような事項について考慮
する必要があります：
・万全な事前準備を行うことが重要です。本アプ
ローチの各ステップをあらかじめ入念にチェック
し、ワークショップで用いる方法や、必要事項を
確認しておいて下さい。
・参加者は、対象製品に関する知識を可能な限り
深めておくべきです。また、製品の開発・材料・生
産プロセス・輸送・使用／操作および廃棄を含
め、その製品のライフサイクルについての詳細を

説明できるように準備をしておく必要があります。
・本アプローチのコーディネータを事前に決定す
る必要があります。コーディネータは、社内で環境
問題に精通した人物や外部コンサルタントなど
がふさわしいでしょう。コーディネータの役割は、
本アプローチの実施をとりまとめ、プロセスを円
滑にすることです。また、参加者にミーティングの
準備を促す役割も担います。
・参考とする製品は、２種類以上準備します。その
うち1つは組立済みの製品であり、もう1つは分解
された製品(分解可能であれば)です。
・活発なグループディスカッションを行うための広
い作業スペースを準備します。また、ポスターを
貼るための十分なスペースがある部屋が必要で
す。
・1グループの人数の上限は7人とします。参加者
が7人以上である場合には、複数のグループを構
成します。これには、グループのメンバ同士がお
互いに競い合い、良いアイデアを出しやすくする
という狙いがあります。

重要な論点
　本アプローチの各ステップでは、それぞれ最後に
「重要な論点」として記されている3つの質問に回
答することで結論を導き出します。この作業は、各ス
テップにおいて、環境問題の焦点がどこにあるのか
を明確化するために行うものです。全ての質問への
回答がなされた時点で、製品の環境改善のコンセプ
トの作成や戦略の立案を行う準備が整うことになり
ます。
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Step 1: 使用の背景を記述する

　本アプローチの最初の課題は、対象とする製品
そのものと、ユーザが製品を使用することによって
得られる価値について、グループの共通理解を得
ることです。これにより、環境改善の可能性を議論
する上での、グループ共通の出発点を定めること
が可能となります。また、この共通理解は、製品の
代替案を作り上げる段階でも必要になります。製
品の代替案は、環境面だけではなく、顧客の要求
を満たしていることが重要だからです。また、製品
性能が過剰である場合、環境の側面からも顧客の
側面からも、無駄のある製品とみなされることにな
ります。

　このstep1では、ユーザの視点から、製品の機能
を記述することを目的とします。この記述内容は、
その後の製品開発プロセスにおける改善の判断
基準となると共に、例えば、代替案の比較を行う際
にも利用します。

　製品使用の背景は、以下の質問に回答すること
により記述することが可能です。

・対象製品は何のために使用されますか？
・対象製品はどのように使用されますか？
　- 使用するのは誰ですか？
　- どのくらいの期間使用されますか？
　- どのくらいの頻度で使用されますか？
　- どこで使用されますか？

　「対象製品は何のために使用されますか？」とい
う観点から、製品がユーザに対して果たさなけれ
ばならない基本的なタスクの記述を導きます。

　「対象製品はどのように使用されますか？」とい
う観点から、製品に用いられている技術的原理
や、ユーザにサービスを提供するために製品が保
持すべき特性など、製品の機能を記述します。例え
ば、製品の下位の機能は、「肌に貼りつく」や「電気
エネルギを回転運動に変換する」のように記述し
ます。

　「使用するのは誰ですか？」という観点より、主に
対象となるユーザやユーザグループを記述しま
す。

　「どのくらいの期間使用されますか？」および「ど
のくらいの頻度使用されますか？」という観点から、
稼動すべき期間と、その使用パターンを記述しま
す。

　「どこで使用されますか？」という観点から、使用
される地域と、廃棄されうる地域を記述します。

　つまり、上記の全項目に回答することにより、製
品のユーザに対する価値提供という視点から、対
象製品の使用背景を明確に記述することが可能と
なります。
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STEP-BY-STEPアプローチ：
・大きな紙一枚に、前述の質問を記述します。
・グループのメンバが対象製品に関して有する知
識、およびユーザ視点による製品使用に対する
考察を基に、上記の各質問項目に対する回答を
紙に記述します。
・製品の仕様書(ただし、製品がまだ開発中である
場合は、ビジネスの仕様書)を参照することで、質
問の一部に回答できるはずです。
・本ステップの作業は、ユーザ視点からの製品機
能が詳細に記述され、その存在価値が確認され
た時点で完了となります。

なぜこの作業を行うのか？
　グループのメンバは、それぞれ自分なりに対象
製品やその使用背景について十分に理解してい
るはずです。しかし、グループ共通の視点を得るた
めには、各メンバの理解の有無や度合いに関係な
く、全員で製品の使用背景に関して議論を最初に
行うことが必要です。

　多くの製品には様々なバージョンが存在し、そ
の市場もまた様々です(時には世界規模の市場に
なることもあります)。本アプローチの初期段階で
あるこの作業において、(バージョン・市場の観点か
ら)基本となる製品を対象製品として定義し、この
後のプロセスにおいても利用可能することが重要
なのです。

　本ステップにおいて、前述の6項目の質問に対す
る回答を文書化し、グループの意見をまとめること
が重要です。また、それはこの後のプロセスにおい
て、代替案を比較する際に利用可能であるよう、内
容を十分に詳細化することが必要です。

1．製品のライフサイクルのどの段階で、環境
への影響が発生しているのか？

2．製品の使用において、環境影響を生み出
す原因となるものは何なのか？

3．製品が顧客に対して実際に提供している
価値に比べ、その製品の環境影響は妥当
であると言えるのか？

重要な論点

1

2

3

4

5

6

7
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　「世界中に顧客を有する家具メーカFritz Hansen社にとって、環
境を配慮すること、すなわち環境思考は必要不可欠なものとなっ
ています。
　
　20年ほど前から環境問題は注目され続けていますが、特に近
年、顧客が環境問題の解決を要求するケースが見受けられるよう
になりました。この動向から、例えば、多くの家具メーカが、国際規
格に基づく環境製品宣言（Environmental Product Declarations）
に沿った事業を開始しています。つまり、環境レポートの公表と、環
境を顧客獲得上の競争要素として利用することの二つの異なる側
面を統合するアプローチが取られ始めているのです。」

[Louise Them Kjølholm, Fritz Hansen]
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Step 2: 環境影響の全体像を作成する

　本ステップでは、製品のライフサイクルにおい
て発生する、重要な環境影響の全体像を把握しま
す。 

　製品ライフサイクルは、一般的に「原材料」「製造」
「輸送」「使用」「廃棄」という5つの主要ステージで
構成されます：

・「原材料」ステージ：原料の抽出・製造(例えば原
油からのプラスチックの製造)や、半製品の製造(
例えば鉄鉱石からの鉄の製造)などに相当するス
テージです。
・「製造」ステージ：生産設備における生産・組立工
程に加え、部品の調達などに相当するステージで
す。
・「輸送」ステージ：供給業者からエンドユーザまで
を含む物流チェーン全体における、船・鉄道・飛
行機・大型トラック・小型トラック・自動車などによ
る流通活動に相当するステージです。
・「使用」ステージ：対象製品、および製品が機能を
果たすために必要となる補助的な製品(例えば コ
ーヒーメーカの紙フィルタ)の使用が相当するス
テージです。また、製品の設置作業やメンテナン
ス活動もこのステージに相当します。
・「廃棄」ステージ：リユース、リサイクル、焼却や埋
め立てなどに相当するステージです。これらの廃
棄処分の方法は、どこで廃棄されるのか、誰が廃
棄を行うのか（個人？企業？) など、法的規制要件
を含む、多くの要因に依存して決定されます。

STEP-BY-STEP アプローチ:
・大きな紙一枚に、5つの主要ライフステージ(原
材料・製造・輸送・使用・廃棄)に対応する枠を描
きます(次ページ参照)。
・ブレインストーミングを行うことにより、予想され
る環境への影響を全て書き出します。
・対象製品とその環境影響の関連に関して、十分
に理解しているかどうかにかかわらず、思いつく
環境への影響を全て書き出すようにします。
・環境影響上、ポスター上で移動できるように、ポ
ストイットに記述します。一枚のポストイットに
は、環境影響を一つだけ記述するようにします。
・それぞれの環境影響が、どのライフステージと
関連があるかを議論し、該当するステージの枠内
に、ポストイットを貼り付けていきます。
・アイデアが出尽くしたときに、本タスクは終了とな
ります。
・最後に、記述内容が他と重複しているポストイッ
トを取り除き、ポスターを整理します。

・ポスター完成後、下記について検討してみましょ
う：
　　- 新たな発見に驚いたことはないか？
　　- 受け入れ難いことは何か？
　　- 明確な問題領域はどこにあるのか？ 

1

2

3

4

5

6

7
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なぜこのタスクを実行するのか？
　本タスクは、メンバ全員が自身の経験と洞察力
に基づいて積極的に発言できるように、ブレインス
トーミング形式で実行します。この方法を実際に試
してみると、たとえ各メンバが環境への影響の全
体像を把握していなくとも、最終的には極めて網
羅性の高い環境影響の全体像を、容易に作成可
能であることを実感できるはずです。

　本ステップで作成したポスターは、製品ライフサ
イクルの全体像を表しており、これを観察すること
により、環境影響の様々な傾向を把握することが
できます。例えば、環境影響の大部分があるライフ
ステージに明らかに集中している場合、そのライ
フステージは環境影響の観点で主要なステージ
である可能性が高いといえます。

　また一方で、環境影響が、全ステージで均等に
発生している場合もあります。このような場合、多く
の環境影響に関係している特定の部品(例えば電
池など)が、注目されることになります。

　本ステップにおいて製品ライフサイクルの全体
像を作成することにより、各ライフステージの環境
的側面が明確化されます。これにより、環境重点領
域(environmental focus areas)を、即座に特定
することが可能となります。
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    家具メーカFrits Hansen社は、ラウンジ椅子に関する検討に
おいて、椅子の使用ステージでは重大な環境影響が発生して
いないことに気付きました。同時に全ライフサイクルの中で、こ
のステージの期間が圧倒的に長いことが明らかになりました。
これを踏まえ、使用ステージよりも、他のライフステージ（特に
材料ステージ）の環境影響を重視し、詳細に調査する方針を
固めました。

例：Fritz Hansen社の環境重点領域

　ポンプは、何年にも渡って24時間連続運転され、この間エネ
ルギが消費され続けます。このことから、使用ステージがポン
プの環境重点領域であることは明らかです。したがって、長期
的に見れば、ポンプ効率のわずかな改善であっても、大きな利
益を得ることが可能です。

例：Grundfos社の環境重点領域

4．どのライフステージで環境影響が見受けられ
るのか？

5．環境影響の原因となる製品の機能はどれか？

6．顧客は、結果的にどのような環境影響を購入
していることになるかを理解しているか？

重要な論点

1

2

3

4

5

6

7
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Step 3: 環境プロファイルの作成と環境影響の
根本的原因の抽出
　step2では、製品の主要ライフステージと環境影
響の全体像を作成しました。続いてstep3では、環
境影響を分類し、同時に考えうる原因を記述しま
す。

　本ステップの狙いは、環境重点領域とその物理
的な要因(材料・エネルギ・化学物質など)との関係
を図式化し、より明確化することです。そして、上記
の重点領域の優先順位を設計者が自らの判断に
より決定します。

　前ステップで記述された環境影響を、次の
4カテゴリ（材料、エネルギ、化学物質、その
他：Materials, Energy, Chemicals, Other(MECO)
）に分類します。

�材料：各ステージで消費される資源と、その廃棄
に関連する環境影響はこれに分類します。これら
の環境影響は、希少資源であるのか、リサイクル
が容易であるか、埋め立てが必要かなどに依存し
ます。また、コーヒーメーカの紙フィルタのように、
使用ステージで用いられる補助材料の有無を考
慮することも必要です。

�エネルギ：各ライフステージにおける、エネルギ源
とエネルギ消費に関連する環境影響はこれに分
類します。例えば、材料加工のためのエネルギ消
費量は、原材料がリサイクル材料であるか否かに
よって、大きく異なります。部品を供給する業者な

どが消費するエネルギなどを考慮することも忘
れてはなりません。輸送と使用に関連するエネル
ギ消費も、このカテゴリに分類します。

�化学物質：化学物質の消費と、排出される化学物
質による環境影響はこれに分類します。例えば、
製造時に使用される、もしくは材料に含まれる有
毒な化学物質などによる環境影響がこれに相当
します。

�その他：その他の考慮すべき事項に関連する環
境影響をこれに分類します。例えば、製造工場に
おける健康と安全、社会的責任（CSR：corporate 
social responsibility）や、一般的な経済的利害関
係などに関連する環境影響がこれに相当します。

　この環境影響のカテゴリ分類は、次ページに示
す「MECOマトリックス」の作成によって行います。

STEP-BY-STEP アプローチ(前半):
�次ページに示すように、step2で作成したライフサ
イクルの全体図の下に、MECOマトリックスを追
記します。MECOマトリックスは、４×５のフィール
ド(MECOフィールド)で構成されます。 

�各環境影響が、どのカテゴリに分類されるかを議
論しながら、該当するMECOフィールドにポスト
イットを移動させます。
•2つ以上のカテゴリに属する環境影響が存在する
場合は、そのポストイットを複写し、あてはまる全
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てのMECOフィールドに配置します。
�全てのポストイットをMECOマトリックス上に移
動させたとき、本ステップの前半パートは完了と
なります。

なぜこのタスクを行うのか?
　step1と2をスキップし、本ステップから、つまり
MECOマトリックスを作成する作業から、環境プロ
ファイリング(環境影響の分析)を開始することも、
原理的には可能です。しかしその場合、私たちの経
験上、埋まらなくとも良いMECOフィールドがある
にも関わらず、全てのMECOフィールドを無理に埋
めようとしてしまう傾向があるようです。

　また、step1の製品使用の背景に関する議論を
事前に行わず、またstep2のブレインストーミング
を実行していない場合、各環境影響がどこのステ
ージで発生するのかが不明瞭なまま、MECOマト
リックスを作成しなければならないことになりま
す。

1

2

3

4

5

6

7
図：製品ライフサイクルの全体図(上)とMECOマトリックス(下)。各ステージの環境影響が
     カテゴリに分類され、さらに’*’マークにより優先順位が付けられています。

*
*

*

* *
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　このステップの後半では、前半で作成した
MECOマトリックスを用いて、「最も重要な環境重
点領域」を選び出します。

STEP-BY-STEP アプローチ(後半): 
�各MECOフィールドに配置された環境影響をそ
れぞれ比較し、関係性が強いもの同士をひとまと
めにします。

�最も重要であると考えられる環境重点領域を5つ
選定し、‘*’マークを付加します。

�この優先順位付けについてグループの意見が一
致したとき、本タスクは完了となります。

なぜこのタスクを行うのか？ 
　本ステップでは、重要と考えられる環境重点領
域を、5つ特定します。この特定作業は、7ステップ
のアプローチにおいて複数回行うことになります
が、その作業を最初に行うのが本ステップです。本
タスクの目的は、単に環境重点領域を特定するこ
とだけではありません。環境問題の優先順位付け
に関する活発な議論をグループに促すことがもう
一つの重要な目的なのです。

　「MECOマトリックスによる分類タスクは、私達の目的に一
致しており、注目すべき環境影響を、迅速かつ明確に理解する
ことができました。本タスクにより、ほんのわずかな努力が、多
くの製品にプラスの影響を与えられることを実感しました。」

[Jes Faltum, Lego Group A/S]

　「MECOツールとStrategy Wheel(設計対象を複数の視点
からスコア付けし、評価結果を視覚化する手法)を組み合わ
せることにより、重視すべき環境問題を視覚化することができ
ました。」

[Louise Them Kjølholm, Fritz Hansen A/S]

　MECOマトリックスは、様々な方法で完成させることが可能です: 

　�文章やand/orなどの記号を用いた定性的な方法 
　�数値(例えば、原材料の重さ[kg]、エネルギ[MJ])を用いた定量的な方法
　�あるいは上記2つの方法の併用

　MECOマトリックスは、対象とする製品が1種類でも2種類でも対応可能です。後者の場合、マトリックス上でそれらを
比較し、違いを明確化することが可能となります。
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7．主要な環境影響は、材料、エネルギ、化学物
質、その他のカテゴリのうち、どれに分類さ
れるか？

8．各々の環境改善をどの程度望んでいるの
か？ 法令を守るためか？ 環境問題の予防の
ためか？ もしくは他社をリードするためなの
か？

9．製品開発における環境改善の責任者は明確
か？ 彼らに決定権はあるか？

重要な論点

1

2

3

4

5

6

7
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Step 4: ステークホルダー・ネットワークの
スケッチ
　企業において製品の環境改善に取り組む場合、
製品のライフサイクル上のパフォーマンスを考慮し
つつ、製品や技術をいかにして改善するかを出発
点とするのが一般的です。もし製品が特定の状況
で、かつ特定の方法で使用されると仮定できるので
あれば、上記の環境改善アプローチを問題なく適用
でき、step1～3で示したアプローチにより、製品自体
の環境重点領域を特定することが可能です。

　しかしながら、上記のような仮定を立てることが、
上記アプローチの欠点です。一般的にはこのような
仮定を立てられない場合が多く、その場合、製品の
環境面での「善し悪し」に関する妥当な判断を行う
ためには、製品以外の多くの要素を考慮することが
必要となります。

　それゆえ、製品のライフサイクルの範囲内で、製
品から「価値」や「長所」を受け取る様々なステーク
ホルダーを特定することが重要となります。なぜな
ら、ステークホルダー同士におけるモノ・情報など
のやりとりの結果、環境影響が発生する場合が多々
あるからです。サプライチェーン内のステークホル
ダー間の流通により、あるいは「ステークホルダー・
ネットワーク」における全体の役割や責任の所在に
対する認識が不足していることにより、環境影響が
発生する場合もあります。

　ステークホルダー・ネットワークは、例えば製造会
社や部品業者・外部設計者・貨物運送業者・公共事
業機関・消費者・ユーザ・処理業者などの数種類の

ステークホルダーから構成されます。

　本ステップでは、環境影響に関する理解を深める
ために、ステークホルダー・ネットワークのスケッチ
を行います。これにより、各ステークホルダーが関連
している環境影響を、容易に理解することが可能と
なります。また、ステークホルダー間の情報のやりと
り、モノの流れおよびそれらの結果として生じる環
境影響を図式化することにより、ステークホルダー
と環境影響の関係性をより明確にすることが可能
です。

準備段階
　ステークホルダー・ネットワークの作成タスクは、
カードゲームのように行います。まず、ステークホル
ダーが描かれたカードを数枚作成し、ポスター上
に配置します。次に矢印などを用いて、環境影響に
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関連するステークホルダー間のやりとりをポスタ
ー上に描き表します。このとき、混乱を引き起こさ
ないよう、主要なやりとりのみを記述し、シンプル
なポスター作成を心がけます。どのステークホル
ダーが製品ライフサイクルに関係しているのか、そ

してステークホルダー間のやり取りの結果、どのよ
うな環境への影響が生じるのかについて議論し、
環境に対して特に重要な影響を及ぼすと考えられ
るやりとりを5つ選定します。

�対象製品に関連があると考えられる全ステークホルダーを特定します。
�右図のように、紙やポストイットなどで‘ステークホルダーカード’を作成します。しかし本タスクで対象とす
べきステークホルダーをその場で特定することが困難である場合も多々あります。その場合にはステーク
ホルダーカード一式を事前に作成し、タスク実行時に選択できるようにしておくと良いでしょう。

�次ページの図に示すように、ポスターにステークホルダーカードを配置し、ステークホルダー・ネットワー
クマップ作成の準備を行います。互いの関係性を考慮しつつ、ステークホルダーカードの配置を決定しま
す。

�ステークホルダー同士の関係を、色つきペンで記入します。ステークホルダー間の情報のやりとりは、右
図のような青色の矢印で表します。矢印上には、ステークホルダー間でやりとりされる、環境に影響する決
定事項、話し合い内容、情報などを記入します。

�同様に、ステークホルダー間のモノのやりとりを、右図のような黒色の矢印で書き入れます。これにより、
サプライチェーンを環境面でどのように最適化すればよいかを考察をすることが可能となります。例え
ば、この最適化によりスマートロジスティクスや、工場の近接配置、作業の最適な割り付けなどが実現可
能となります。また、製品に関連するモノの流れをより深く理解することができるはずです。

�次に、ステークホルダー・ネットワークにおいて、環境に重大な影響を及ぼすやりとりがどれであるのかを
特定します。本ステップでは、上記のステークホルダー間のモノや情報のやりとりを参考に、それらによっ
て生じる環境影響を記入します。そして、改善を要するステークホルダー・ネットワーク内のやりとりを特
定します。

�最後に、特に重要であると考えられる環境重点領域を5つ選定し、それらに右図のような’*’マークを記入
します。
�上記の環境重点領域の優先順位付けに関して、グループの意見が一致したとき、このタスクは完了となり
ます。

STEP-BY-STEP アプローチ:

1

2

3

4

5

6

7*
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　Coloplast社では、ライフサイクル全体における環境改善に力
を入れています。同社の製品は医療機器であり、安全や衛生と
共に、環境への配慮を最優先事項とする必要があります。

　Coloplast社の製品は、他のステージと比較して、使用ステー
ジにおいて生じる環境影響が少ないといえます。他方、その環
境影響の大部分が、様々なステークホルダーが関連した多様な
モノや情報のやりとりが原因となって生じています。つまり同社
の製品の場合、様々なステークホルダーが関連してやりとりを行
う製造や材料、包装などが考慮すべき環境領域となります。

　Coloplast社によるステークホルダー・ネットワーク作成タスク
によって、同社の製品であるストーマ袋(排泄物を溜める袋)の
開発・使用・廃棄がもたらす環境影響に対して、その優先順位に
新しい見解が得られました。

　右図は、本タスクによって描かれたステークホルダー・ネット
ワークであり、グループが重要であると考えた環境問題が描か
れています。

　本タスクにより、環境問題を引き起こす5つの最重要事項とし
て次のものが特定されました（図中で赤い’*’マークがつけられ
ています）：①マーケティング部門と環境部門の情報交換、②マ
ーケティング部門とディーラーの情報交換、③材料供給者に対
する仕様の指定、④製品開発部門、仲介部門、環境部門間のや
りとり、⑤マーケティング部門による消費者からの情報収集。

ケース： Coloplast A/S社のステークホルダー・ネットワークタスクによる環境影響の特定

図： Coloplast社が作成したステークホルダー・ネットワー
クの一例。重要な環境影響には、’*’マークが付加され
ています。

*
*

*

**
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なぜこのタスクを行うのか?
　ステークホルダー・ネットワーク作成タスクのポ
イントは、環境影響の根本的原因を把握し、その
改善の可能性を探ることです。関連するステーク
ホルダーの全体像を把握することにより、環境改
善のためにどのステークホルダーを考慮すべきか
が明確となります。さらには、環境影響に全く関連
がないステークホルダーもまた明確になります。こ
れにより、有意義な環境改善が約束されます。

　「ステークホルダー・ネットワーク作成タスクによって、我が
社の製品に関連する多くのステークホルダーの全体像を把握
することができました。この図形中心のタスクの利点は、環境
影響だけでなく、その原因をも特定することにあります。しかし
ながら、このステークホルダー・ネットワーク作成タスクを、他
のタスクから切り離して、個別に考えることはできません。本タ
スクで環境影響の全体像を把握するためは、これ以前のタス
ク(step1～3)を行うことが不可欠であり、順番にステップを踏
んでいくことが自然な流れでしょう。」

[Helle Nystrup, Grundfos Management A/S]

10．どのような環境改善を供給業者に要求
すべきか？ また、それは可能か？

11．消費者は、どのような環境への取り組み
や成果を期待しているのか？

12．環境改善に協力してくれるのは、どのス
テークホルダーなのか？

重要な論点

1

2

3

4

5

6

7
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Step 5: 環境影響を定量化する

　経験や話し合い、シナリオの作成などを通じて、
製品の環境プロファイルを作成することは可能で
す。しかし製品の開発においては、具体的な数値と
定量的な評価に基づいて、判断・選択をしなくては
なりません。

　このstep5では、ライフサイクルアセスメントの技
術を用いて環境影響の定量化を行います。本タス
クで求められる数値は、下記のような用途に利用
することが可能です。
・社内における代替製品の比較検討
・ライフサイクルの各ステージにおける作業や製
造プロセスそして材料に関して、現製品と代替製
品それぞれのおおよその環境影響の視覚化

簡易的な定量化手法 
　ここでは、ライフサイクルアセスメントの各種
ツールを用いて、製品やシステムの環境影響
を定量化します。製品開発者の負担を軽減でき
る簡易的なツールとしては、デンマークの”Life 
Cycle Check”や”Ecodesignguide”、オーストリア
の”Ecodesign PILOT”、オランダの”Eco-Indicator 
99”、”Eco-it”、さらにはスウェーデンの”EPS”などが
あります。

　定量化手法は、以下の事項を考慮して選択しま
す：
�定量化の実施者が誰か？（開発者、設計者、もしく
は環境の専門家？）
�その実施者は対象製品について、どれだけの知
識を有しているのか？
�パソコンを用いたツールが必要か？それとも電卓
で十分か？

　定量化結果の良し悪しは、以下の3つの要因に
依存します：
�ライフサイクルのモデル（例えば、どの程度の範囲
のプロセスをモデル化するか、どの程度詳細にプ
ロセスを表現するか）

�計算に用いるデータ（一般的なデータか専用デー
タか、自前のデータか文献からのデータか、新し
いデータか古いデータか）

�手法そのもの（例えば、実施者が決定しなければ
ならない、その手法特有の事項など）

　全ての定量化手法に共通する必要事項は、まず
対象とするライフサイクルの全体像を、その手法
の枠組みの中でモデル化しなければならないこと
です。ソフトウェアベースの定量化手法には、材料
やプロセスのデータがあらかじめ含まれており、簡
単に定量化タスクを行うことが可能です。 
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6
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定量化結果は社外秘!
　ここで挙げた定量化手法によって得られる結果
は、3つの要素（モデル、データ、手法）の組み合わ
せ方や内容に大きく依存します。従ってその結果
は、あくまでも概算の値であることを理解しておく
べきです。

　もし定量化した環境影響の具体的な数値を、顧
客や供給業者とのコミュニケーション（例えば環
境報告書の公表）に利用したいのであれば、ISO
規格に従って厳密にライフサイクルを評価しなけ
ればならず、また、第三者による審査も必要となり
ます。ここで挙げたような簡易化された定量化手
法は、社外とのコミュニケーションに用いるために
は、質や精度の面で不十分です。

　しかしながら、このような簡易化された定量化手
法を、日々の製品開発作業のために用いるのであ
れば、ほとんどの場合十分かつ最も実用的な手法
となります。特に、この定量化手法を用いて、ライフ
サイクルアセスメントを学習した経験や、モデル・
データベースの構築経験がある場合には、扱い易
い方法であるといえます。

STEP-BY-STEP アプローチ: 
�環境影響の評価に用いる定量化手法を選択しま
す。

�step4までに得られた結果に基づいて、対象製品
とそのライフサイクルをモデル化します。

�定量化手法を段階的に実行します。このとき、設
定した仮定をきちんと記録します。このような手
法では一般的に、製品名・機能ユニット・材料・製
造プロセス・輸送・使用シナリオ・廃棄シナリオと
いったデータが必要となります。

�算出された評価値に基づいて環境重点領域を特
定したところで、この一連のタスクは完了となりま
す。 

�結果のプレゼンテーションを行う準備をします。
このとき、重要であると考えられる環境重点領域
を5つに絞り、それらに’*’マークを付加しておきま
す。

なぜこのタスクを行うのか?
　簡易化された定量化手法を用いる本タスクは、
これ以前のステップとは異なる視点による環境改
善タスクであるといえます。しかし、これらの手法に
は限界があります。例えば、これらの手法は多くの
仮説を設定する必要があり、また、結果の信頼性
は、用いたデータ及びモデルの信頼性と同じレベ
ルにとどまります。しかしこのような限界を考慮し
ても、これらの手法には利用に値する大きなメリッ
トがあります。例えば、得られた結果により、製品が
もたらす環境影響の全体像を把握することが容易
になります。また、代替となるプロセスや材料の候
補を、比較検討するために用いることも可能です。
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　「環境への考慮は、新製品開発プロセスの初期段階に組み
込まれなければなりません。それは、環境・品質管理システム
の一部となり、新製品開発時の意思決定をサポートします。」

[Peter Skals, Coloplast A/S]
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　下図は、”Eco-it”ツールによって得られた環境影
響の算出結果を示しています。この例では、使用ス
テージでの環境影響が製造ステージの約20倍に
のぼり、また廃棄ステージと比較するとより一層大
きいことを示しています。

13．どの環境影響を対象に、定量的な評価
を行うべきか？

14．材料や製造プロセスを選択する際には、
どのような環境への考慮をしているか？

15．製品開発現場における取り組みが、企業
の環境報告書に反映されているか？

重要な論点

1

2

3

4

5

6

7

15．製品開発現場における取り
の環境報告書に反映されて
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Step 6: 環境コンセプトの作成

　製品コンセプトは、しばしば「目的を持ったアイ
デア」として定義されます。そして、ここで扱う環境
コンセプトは、製品コンセプトと同様のタスクによ
って、「環境のための目的を持ったアイデア」として
作成することが可能です。ここでのタスクとは、製
品およびライフサイクルの環境改善を目的とした、
問題解決策の作成に相当します。

　本ステップでは、step1～5で行った環境影響に
関する分析結果に基づき、製品の環境コンセプト
を作成します。

　本タスクでは、下記のような支援ツールが利用
可能です。

・製品開発で頻繁に行われる、ブレインストーミン
グ、ブレインライティング、スケッチなど。

・環境考慮のための、チェックリストやネガティブチ
ェックリスト。

・斬新な環境コンセプト作成のための、未来への

シナリオ。例えば、エネルギ消費が世界で最小と
いえる家が、2020年に実現されるという仮説。

・環境コンセプト作成プロセスを促す、エコデザイ
ンの原理。該当する原理を参照することにより、
環境コンセプト作成のための有益なヒントが得ら
れます。
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エコデザインの原理
　ここで、非常に斬新な手段により機能を提供する製品コンセプトを作成するために、エコデザインの原
理を用います。そのエコデザインの原理を下記に示します。なおこの原理は、ほとんどの製品・ビジネス
に適用することが可能です。

��製品／サービスの物質量の削減
　製品の物質量を削減することは、製造に要する物質資源量・輸送作業量・埋め立てもしくはリサイクル
される物質量の削減につながります。また、原料の抽出などに間接的に利用される材料の削減にもつ
ながります。

��製品／サービスのエネルギ消費量の削減
　今日のエネルギ供給源となっている資源は、全てが再生可能というわけではなく、またほとんどの燃料
は化石由来あることから、エネルギを消費することは環境の負荷につながります。これらは、設計仕様
の変更により削減することが可能です。

��製品を介した有害物質排出量の削減
　特定の製品特性を得るために、やむを得ず使用される有害物質（例えば臭素系難燃剤）は、自然や食
物連鎖に影響を及ぼすことがあります。これらは、例えば蒸発により製品から排出されることなどがあ
り得ます。

��リサイクル可能材料の利用促進
　例えば、製品の材料量を減少させたり、製品が含む材料を種類毎に容易に分離可能とすることにより、
製品のリサイクル性を高めることが可能です。同時に、リサイクル材料の利用に対する市場要求が、今
後さらに高まることが予想されるため、より多くのリサイクル材料を製品に適用することも必要です。

��製品耐久性の最適化
　使用ステージにおける環境影響が比較的小さいのであれば、製品の耐久性を向上させることは有効
であるといえます。なぜならば、同じ用途の製品を新たに製造する必要がなくなるからです。ただし、例
えば、利用している技術が今後急速に陳腐化することがわかっているなど、使用ステージが比較的短
期であると思われる製品の耐久性を、必要以上に向上させることは適切ではありません。
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��環境を考慮した機能の採用
　例えば、プリンタにスタンバイ機能やエネルギ消費低減機能、両面印刷機能を採用することで、製品の
環境負荷が低減されるように設計します。

��環境特性のアピール
　例えば、プリンタの正面にスタンバイボタンを設置したり、両面印刷モードを初期設定するなどにより、
製品の環境特性を視覚的にユーザにアピールします。

��持続可能な資源とサプライチェーン、双方の最大利用
　リサイクル物質の利用が製品のリサイクル性の向上につながっていますか？ 使用する物質・資源の発
生源や生成手段は、環境的・倫理的な基準を満たしていますか？ 環境パフォーマンスの長所を考慮し
て、代替物質を選んでいますか？

��製品パフォーマンスの最適化
　1つの製品において、その機能を補助する機能を複数組み込み、それらの組み合わせによって総合的
に有用性を高めることは、環境面で利益をもたらします。顧客は製品の価値を、その「使いやすさ」と、「
自分の要求・欲求を満たす効果」という二つの項目に基づいて評価します。顧客は製品が有用である
と思えば、効率的な製品の使い方をし、結果的に耐久性の高い製品を実現することが可能となります。

��製品の設計に先立つライフサイクルの設計
　製品を設計する前の段階で、そのライフサイクルの全ステージを考察することにより、製品が有する環
境面での性質を十分に理解することが可能となります。また、その性質を考慮した開発プロセスを実
現することが可能となります。また、ユーザの活動や要求を熟知して製品を開発することにより、製品の
ライフサイクルと環境プロファイルを最適化することが可能となります。

　上記のエコデザインの原理の詳細については、World Business Council for Sustainable Developmentの「環境に優しい製品
開発のためのチェックリスト」を参照してください。
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理想的なコンセプトの作成
　前述のエコデザインの原理を利用することによ
り、様々な理想的なコンセプトを作ることが可能で
す。ここで、一つの理想的なコンセプトは、ある一つ
のパラメータを最適化するための改善策に相当し
ます。例えば、以下のようなものが挙げられます。

�製品が含む物質量の最小化
�ライフサイクルを通じてのエネルギ消費量の最小
化

�有害物質の含有量の最小化
�再利用性の最適化
�耐久性の最適化
�より多くの環境機能の組み込み
�製品の環境特性の明確化
　
　本ステップでは、理想的なコンセプトを作る作業
を行います。まず、上記のそれぞれのパラメータ（さ
らに付け加えても可）を最適化するための改善策
を、それぞれのコンセプトとしてポスターに記入し
ます。各コンセプトの作成にかける時間は、一時間
程度が適当でしょう。ポスターには、各コンセプト
の特徴等、簡単な説明を追記します。

　各ポスターは、対象とする製品が現状どの程度、
エコデザインの原理から乖離しているかを示すこ
とになります。上記の理想的なコンセプトを基に、
より詳細な解決策を練り、ここで言う乖離を解消す
ることにより、最終的にいくつかの具体的・現実的
な環境製品コンセプトを得ます。

精神的な障壁を取り除く
　上記のタスクは、エコデザインの原理を背景に
した論理的なアプローチといえます。しかし、大幅
な環境改善を目標とする場合は、壁に直面するこ
とが多々あります。良い解決策を得ようとすればす
るほど、より困難となるのが現実です。残念ながら
人間は、改善案よりも改悪案のほうが、より容易に
思いついてしまう性質があるようです。

　そのため、ネガティブなブレインストーミングによ
って、簡単で、しかも楽しく効果を挙げることが可
能です、なぜならこのタスクは、私たち人間が避け
たい、逃れたいと思うようなネガティブな側面を用
いるからです。このような人間のネガティブな側面
は、理想的な環境コンセプトを生み出す思考プロ
セスを阻害する、精神的な障壁となっています。本
タスクでは、環境に最も深刻な悪影響を及ぼす製
品を想像します。

STEP-BY-STEP アプローチ:
・ネガティブなブレインストーミングにより、製品の
環境プロファイルを様々な視点から、可能な限り
悪化させるアイデアを出します。時間は5分から10
分が適切でしょう。
・ポストイットにアイデア（一枚のポストイットに一
つのアイデア）を書き出します。
・ブレインストーミングのルールを守ることを忘れ
ないようにしましょう。
・ネガティブなアイデアが出尽くした後、エコデザ
インの原理に基づいてそれらを分類します。
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・次のステップでは、それぞれのネガティブなアイ
デアを、いくつかのポジティブなアイデアに変え
ることを試みます。例えば、“ポンプは常に稼働し
ており、しかも電源のオン／オフが不可能”という
ネガティブなアイデアは、エコデザインの原理に
おけるエネルギの項目に分類されます。これをふ
まえ、このネガティブなアイデアに相反するポジ
ティブなアイデア、例えば、「ポンプが自動的に流
量を調節し、エネルギ消費を抑える」などを導き
出します。
・このタスクは、挙げられたネガティブなアイデア
をエコデザインの原理に基づいて分類し、それら
と対比関係にあるポジティブなアイデアがいくつ
か得られたときに完了となります。
・最後に、キーとなる環境重点領域を5つ選出し、  

’*’マークをつけます。

なぜこのタスクを行うのか?
　このタスクでは、いくつかの環境重点領域に着
目し、その解決案を練ることにより、環境コンセプ
トを作り出します。本タスクの手順に従うことによ
り、多くのメンバが価値ある解決案を生み出せる
はずです。

　環境の原理の考え方は、環境コンセプト作成の
道筋を示してくれます。また、ネガティブなブレイン
ストーミングは、グループのメンバにとって積極的
に意見を出しやすく、ワークショップのタスクとして
適しているといえます。なぜなら、ワークショップで
は詳細なコンセプトを作成する時間的余裕がない
ためです。

　ネガティブなブレインストーミングは、あまり真
面目ではないという印象を受けるかもしれません
が、この方法は従来の改善方策に盲目的に従う場
合よりも、はるかに斬新で革新的なアイデアを生
み出すことが多いのです。

　ネガティブなアイデアによって生み出された新
しいアイデアは、新製品の開発に率先して組み込
むことができます。また、ここで作成した理想的な
コンセプトは、新しい環境コンセプトを生み出すき
っかけにもなり得ます。

　step1から6までのプロセスは、1つに環境に焦点を絞った創造的なプロセスであるといえます。本ステップ完
了後、以下について考察してみましょう：

・このプロセスによって得た知見を基に、具体的な企業の戦略や方針をどのようにして立てるべきか?
・今後、その戦略や方針を実現する具体的な活動を、どのようにして製品開発プロセスに組みこむべきか?
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16．製品の環境プロファイルは、どのような
技術で改善可能か？

17．どのような代替製品／サービスによっ
て、環境負荷を大きく削減し、なおかつ
顧客の要求を満たすことができるか？

18．ここで得た環境コンセプトを、積極的に
マーケティングに利用するには、どうす
ればよいか？

重要な論点
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　「LEGOグループでは、以前より工場がもたらす環境問題に
対する保障に注目していました。次のステップは、従来よりも新
しい製品開発プロセスを検討することです。

　近年の取り組みにより、我が社の製品のバリューチェーンの
中では、材料消費が最も考慮すべき領域であることが明らか
になりました。我々は材料及び製品開発プロセスに、さらに注
目していく所存です。」

[Jes Faltum, LEGO Group A/S]
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Step 7: 環境戦略の立案

　環境に対する取り組みや目標および要求を組織
に根付かせるためには、戦略の立案と各取り組み
に対する優先順位付けが必要となります。

　前述のstep1～6では、環境改善を目的とした、
製品とライフサイクルの仕様変更のアイデアの作
成を行いました。これらのステップを入念に行うこ
とにより、環境を改善するための多くのアイデアが
得られるでしょう。

　本手法最後のステップでは、ここまでのステッ
プで得られた経験・アイデア、および状況に基づい
て、環境戦略を決定します。これまでのステップで
は、特定の製品を対象として、環境を考慮した製
品開発のための戦略を立てました。本ステップで
は、それらの戦略をより一般化し、全社的な戦略を
立てることを目的とします。そのために、まず特定
の製品に対する戦略をスケッチします。次に、精緻
化・具体化を行うことで、その戦略を全社的な戦略
の基盤と実行計画の一部とします。この手順によ
り、全社的な戦略を打ち立てることが可能となりま
す。

　ここまでの6つのステップの実行により、’*’マー
クが添えられた、4×5組の環境重点領域が既に明
らかになっています。本ステップではまず、その20
項目の環境重点領域を、グループ内で議論するこ
とにより、管理可能な範囲の領域数に絞り込みま
す。例えば、上位10領域を選ぶという方法が考えら
れるでしょう。ここで選定される環境重点領域は、

期待される改善の度合いに基づいて厳選してくだ
さい。

STEP-BY-STEP アプローチ:
・本タスクでは、厳選した10項目の環境重点領域
に対し、評価値を軸としたレーダーチャートを描
きます。
・レーダーチャートの各軸に対して、適切な測定
単位を設定します（例えば、kg、%、mg、J、km、年
数、mPtなど）。
・各項目における現状の値と将来の目標値を、そ
れぞれ異なる色のペンを使って描き入れます。
・そしてグループ内の役割分担を行います。すなわ
ち、各環境重点領域における改善タスクをコーデ
ィネートする担当者を指名します。

　各環境重点領域に対して、適切な測定単位が割
り当てられたとしても、環境改善の目標を、絶対的
かつ定量的な値としてここで明示することが困難
である場合も多々あります。そのような場合は、代
わりに段階的な目標（例えば、4段階評価）や相対
的な改善度（2、3、4倍や“50%の削減”）を設定する
ことも可能です。これらの測定単位は、後で変更・
調整することも可能です。

　ワークショップにおいて設定した目標が、自
社の最終的な目標と一致しない可能性が高い場
合は、すぐさま議論を行い、可能であればそのプ
ロセスの軌道修正を行うための戦略を選定して
ください。
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　「本プロセスは、全員がアクティブに参加できた、とても有意
義なものでした。座ったままだったり、ぶらついたりしている参
加者は1人もいませんでした。このアプローチでは、それぞれ
個々のツールが、うまくお互いフォローし合っています。このプ
ロジェクトにより、私たちは新しいことにチャレンジする機会を
得て、さらに新しい製品開発の取り組み方を学びました。」

[Helle Nystrup, Grundfos Management A/S]



41

19．自社のビジネスにおいてキーとなる、重
要な環境重点領域はどこか？ 10項目挙
げてみよう。

20．上記で挙げた個々の各環境重点領域に
おいて、どのような方針、もしくはどのよ
うな製品開発活動により、環境改善が達
成されるか？

21．製品開発の環境面でのパフォーマンス
を測定するために、どのパラメータ・評価
軸を用いるか？

重要な論点

　どのようにして、これらの目標を達成すべきで
しょうか？ ワークショップでの検討を繰り返し
て？ 製品開発プロセスを統合することよって？ 
それとも環境会計(環境対策の費用対効果を金
額で表したもの) の可視化を通じて？ このよう
な様々な戦略的アプローチを、ワークショップ
における個々の目標に結びつけるべきです。

　個々の目標に対する戦略の提案がまとまった
後は、それぞれの戦略に応じた、実施すべきタス
クを明確化することが重要です。それにより、各
環境重点領域におけるコーディネータが、それ
ぞれの活動に期日を設定し、個々のタスクの活
動計画を決定することが可能となります。

　以上の本ステップが終了した後は、ここで得
られた結果を利用して、レーダーチャートの各
項目の軸に現状の数値を逐次入力しながら、広
範囲にわたる本環境活動計画を遂行しつつ、作
業を実行に移します。

　コーディネータは、社内において次に示す3つの
役割を有します：
・自社の環境目標を、自社の全般的な目標に沿う
ようにうまく調整すること
・設定された目標を達成するための、環境戦略を
練ること
・環境戦略の継続的な実行を、具体的な活動計画
を通して実現すること
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企業での実行を確実なものに

　このワークショップに参加すれば、本書で示した
環境改善プロセスが危なげのない、刺激的で、創
造的なものであると実感できるはずです。しかし、
ワークショップ終了後に、そこで得られたアイデア・
優先順位およびツールを実際に企業内で利用さ
れるようにすることは、一筋縄ではできません。

　step7で示したように、環境への考慮を行うため
には、企業内の全ての開発業務が一致団結するべ
きです。企業内の個々の目的・戦略および活動計
画を独立して考えるべきではなく、調和をとりなが
ら推進するべきです。

　献身的に働いてくれるコーディネータを1人以
上選出することが、本プロセスの最初のステップと
なります。企業の経営の関係上、コーディネータに
は、環境への取り組みと、企業の環境以外の目的・
戦略との間でコミュニケーションや仲介を行うとい
う、重要な作業があります。一般的に、コーディネー
タは企業内において、本タスクに直接携わる社員
と、他の社員との仲介を行う役割も担います。これ
は、その環境戦略を実際に遂行するのであれば、
とても重要な役割となります。

　もし、企業がこの体系的な環境改善に取り組め
る十分な人材・資金・時間があれば、その投資は
以下の様々な面でペイオフされることは間違いあ
りません：

�企業の社会的責任の履行
�将来起こりえる環境問題と改善要求に対する予
防・対策

�環境に対する企業姿勢のアピール
�製品のライフサイクルに対する考え方の改善とそ
の結果としての環境影響の改善

�製品に対するサービス志向の視点
�ロバストで革新的な製品コンセプト

　環境改善の取り組みを、製品開発から企業内の
全ての関連領域に広げていく努力もまた重要で
す。
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自己診断

　本書の7ステップアプローチのタスク完了後、下記の質問に答えてみましょう。すべての質問に答えら
れるなら、環境改善を行う準備はすでに万全です。

1．   製品のライフサイクルのどの段階で、環境への影響が発生しているのか？
2．   製品の使用において、環境影響を生み出す原因となるものは何なのか？
3．   製品が顧客に対して実際に提供している価値に比べ、その製品の環境影響は妥当であると言えるの   
か？

4．  どのライフステージで環境影響が見受けられるのか？
5．  環境影響の原因となる製品の機能はどれか？
6．  顧客は、結果的にどのような環境影響を購入していることになるかを理解しているか？
7．  主要な環境影響は、材料、エネルギ、化学物質、その他のカテゴリのうち、どれに分類されるか？
8．  各々の環境改善をどの程度望んでいるのか？ 法令を守るためか？ 環境問題の予防のためか？
      もしくは他社をリードするためなのか？
9．  製品開発における環境改善の責任者は明確か？彼らに決定権はあるか？
10．どのような環境改善を供給業者に要求すべきか？ また、それは可能か？
11．消費者は、どのような環境への取り組みや成果を期待しているのか？
12．環境改善に協力してくれるのは、どのステークホルダーなのか？
13．どの環境影響を対象に、定量的な評価を行うべきか？
14．材料や製造プロセスを選択する際には、どのような環境への考慮をしているか？
15．製品開発現場における取り組みが、企業の環境報告書に反映されているか？
16．製品の環境プロファイルは、どのような技術で改善可能か？
17．どのような代替製品／サービスによって、環境負荷を大きく削減し、なおかつ顧客の要求を満たすこ
とができるか？

18．ここで得た環境コンセプトを、積極的にマーケティングに利用するには、どうすればよいか？
19．自社のビジネスにおいてキーとなる、重要な環境重点領域はどこか？10項目挙げてみよう。
20．上記で挙げた個々の各環境重点領域において、どのような方針、もしくはどのような製品開発活動に
より、環境改善が達成されるか？

21．製品開発の環境面でのパフォーマンスを測定するために、どのパラメータ・評価軸を用いるか？
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　本書では、環境保護とビジネスの創造の相乗効果を
生み出すチャンスを企業にもたらすことを目的として、
製品の設計・開発に環境への配慮を取り入れるための
考え方と、それを実現するための段階的なアプローチ
を紹介します。

　本書の対象読者は、製品の開発プロセスまたは製品
そのものに環境への配慮を取り入れることを検討して
いる、製品開発担当者です。

　本書の内容は、
・デンマークを始めとする各国の企業による環境を　
意識した製品開発の手法や経験のレビュー
・デンマーク国内の企業と共同で実施した一連のワー
クショップ
を基盤としています。
　

　もし、本書で紹介する体系的な環境改善に取り組め
る十分な人材・資金・時間があれば、その投資は以下
の様々な面でペイオフされるのは間違いありません：

　・企業の社会的責任の履行
　・将来起こりえる環境問題と改善要求に対する予防・
　  対策
　・環境に対する企業姿勢のアピール
　・製品のライフサイクルに対する考え方の改善とそ
　  の結果としての環境影響の改善
　・製品に対するサービス志向の視点
　・ロバストで革新的な製品コンセプト


